
7年 4月 3日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

・「遅刻」は耳が痛かったです。あとは「身だしなみ」も。一番「報・連・相」が気になりました。わからない時は聞きます。

・耳が痛い話でした。床屋に行ってきます。

・昔一般の会社で働いた頃を思い出しました。質問もできてよかったです。ジョブコーチ制度が気になりました。面接時にも同席してもらったら嬉しいです

・一般就労を目指す時,会社によって体験できる場合があることを初めて知りました

・よかったです。「学校と職場は違う」は最もだと思いました。

・今日習ったことをすぐにできる人、すぐにできない人もいる。日々の積み重ねだなぁと思いました。

・すごくよかったです。働く目的を忘れていたので思い出しました。やはり休んではいけないと再認識しました。

いることを知りました。

研修会を開催することで、事業所も就労に向けての訓練の場であることを

将来一般就労を目指す上での心構えを知るだけでなく、日常の就労の

場でも活かせるポイントを再度認識することを目的としました。

思い出し、普段忘れがちな緊張感を持つことができます。

普段忘れがちな働く姿勢はどうだろうか、報・連・相はできているか、

清潔面は維持できているか、指示通りに動けるか、挨拶はできているか

等に気づき利用者同士話すきっかけになりました。今回チェックリス

トをつけてもらう準備ができていなかった為、次回は講義中にチェック

をつけてもらい、グループで意見を交換できる場を設けたいです。

センターを紹介していた

だきました。

講義後の質問タイムでは、質問される方が

何人もいました。また当事業所が掲げている

「誓いの言葉」にも6つのポイントが含まれて

またA型事業所から一般

企業（事業所）が一緒に

就労を目指す上で活用

できる社会資源の一つ

として佐賀障害者職業

　（研修光景）

働きたいと思う人について

6つのポイントをあげ、

わかりやすく説明して

もらいました。

利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） 佐賀県障害者職業センター　林田彩様

・利用者の課題について事前に意見交換を行い、内容を吟味して研修を実施した。利用者からは一般就労に向けた

制度について関心のある感想が挙げられた。また遅刻、整容面、体調管理、働く目的についても再確認できたとの

意見もあり、個々の課題を再認識する機会になったと考えられる。

住　所 佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿乙1790 管理者名 中村　熊次

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0954-43-5013 対象年度 令和７年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

日時：令和6年10月24日（木）13:00～14:00

場所：社会福祉法人友悠会２階休憩室

参加者：23名（男性13名、女性10名）

講師：佐賀障害者職業センター

　　　新澤舞様　林田彩様

研修内容：職業ガイダンス～働く力を高めよう～

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 就労継続支援事業所A型サン・フレンド 事業所番号 4111600120

様式２


